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植物生産環境科学科では、
植物生産環境科学科では、地球に優しく、安全・安心な食料生産

を目指し、持続可能な農業を構築できる学生を社会に輩出します
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環境に優しい雑草防除

LED光源



【施設園芸学】霧村雅昭助教
食料自給率向上だけでなく、環境保全、持続的経済発展およびエネルギー安全
保障の3Eを同時に実現する農業システムの構築を目的として、資源の有効利用
や新エネルギー、高効率な栽培技術の開発について研究しています。現在は主
として、農林畜産廃棄物利用による資源循環システムの構築やLED植物工場に
おける養液栽培、ソーラーシェアリングに関する研究に取り組んでいます。

【作物学】湯淺高志教授
作物（イネ・ムギ・ダイズなど）における環境ストレス適応・子実肥大・物質
蓄積メカニズムの解明、バイオ燃料用作物の作出、作物の栄養転流•オート
ファジーに着目した老化現象の解明など、ゲノムからフィールドまで幅広い視
点と最先端の研究手法を駆使した作物学研究に取り組んでいます。特に作物ゲ
ノム情報を活用した作物の収量増強•環境ストレス耐性向上を目指しています。

【果樹園芸学】鉄村琢哉教授、本勝千歳准教授
私たちの教育研究分野では、宮崎県特産果樹であるマンゴー、ライチなどの熱帯
果樹、日向夏、カキ、クリ、ブドウなどを研究材料として、繁殖や生産性の向上、
品種改良などの課題解決に向けて研究しています。またタイ・オーストラリア・
イスラエルなどの海外の研究機関との共同研究も活発に行っています。

【生産システム工学】槐島芳徳准教授、日吉健二助教
私たちの教育研究分野では、食料・環境問題に対応し、高品質で安心・安全な
農産物の生産・供給を支援するため、栽培・収穫・選別等にかかわる機械やソ
フトウェアの開発・改善に関する教育研究を行います。現在は主として、宮崎
県特産の釜炒り茶や日向夏等のおいしさ評価、農業用ロボット、小規模な水力
エネルギーを回収・利用する装置の開発等に関する研究を行っています。

【労働環境工学】木下 統准教授
私たちの教育研究分野では、農業における高齢化・婦女化に伴う諸課題の解決
を目指し、健康で安全・快適な農業労働環境の確立をはかるため、作業環境の
計測解析と人間工学に基づいた人に優しい農業機械・器具・施設等の設計なら
びにこれらの高度な利用技術に関する教育研究を行います。

【園芸利用学】圖師一文准教授
園芸利用学研究室では、高品質・高付加価値な園芸農産物の作出に向けて、ト
マトを中心に収穫時・収穫後の食味成分や機能性成分を測定し、これらの成分
がどのような要因（栽培環境など）で変動するかなどを科学的に探求していま
す。また、実際に食べたときのおいしさが、どのような成分と関係しているか
なども研究しています。

【野菜･花き園芸学】増田順一郎准教授、稲葉靖子ﾃﾆｭｱﾄﾗｯｸ助教
私たちの教育研究分野では、野菜・花き栽培における高収量化、高品質化、低
コスト化を目指しています。主に用いている材料は、ザゼンソウ、ソテツ、
カーネーション、スイトピー、ツルムラサキ、食用ハスと多岐にわたり、生理
学、生態学、遺伝学、分子生物学の知識と技術を使って、生理反応・生態反応
の解明、品種改良、栽培技術の開発に取り組んでいます。



【フィールド科学（協力分野）】松尾光弘講師
日本初のJGAP認証大学農場である木花フィールド（農場）を利用しながら、
農家と話ができる学生、栽培指導ができる学生を育成しています。また、社会
のニーズに合わせた新たな作物栽培の技術開発、作物に害を及ぼす“雑草”の
防除や利用技術についての研究に取り組んでいます。

【農地水環境工学】豊満幸雄准教授
農地は、わたくしたちが生きていくのに必要な食料生産を行う場です。それば
かりでなく、洪水防止、土砂崩れの防止、地下水涵養などの国土保全機能を
持っています。私たちの教育研究分野では、このような農地の造成や整備、保
全に関する教育を行います。また、研究では、農地における地下水の硝酸態窒
素濃度や土壌中の水の移動に関する研究を行っています。

【農業経営経済学】山本直之教授、狩野秀之准教授
私たちの教育研究分野では、社会経済的な視点から、農業分野における様々な
課題について取り組んでいます。具体的には、持続的な農業を確立させるため
の経済的な条件、農業経営や地域農業の発展のための方法、農業政策の評価、
農産物に対する消費者ニーズの把握など、生産者および消費者の立場から、幅
広く教育・研究を行っています。

【応用昆虫学】大野和朗教授
地域天敵資源を活用した保全的生物的防除（バイオ・コントロール）など環境
に優しい農業技術を開発するため、植食性昆虫や天敵昆虫の生態的・行動的特
性を解明します。生態系サービス機能（自然制御）の活用は、環境への負荷を
減らした持続可能な農業の展開には必須の取り組みです。植物（花）を用いた
植生管理・景観管理などを駆使できるエコ・マスターを目指しませんか。

【農業技術史学（協力分野）】宇田津徹朗教授
農業をテーマとした大学博物館（農業博物館）のスタッフが担当する教育研究
分野です。この分野では、日本や韓国、中国を調査フィールドとして農業の発
達と環境との関係や食育に関する活動や調査などを行っています。国内外の研
究者や研究機関との共同研究も多数行っています。農業と環境の歴史、食育や
食農教育に興味関心のある人は、是非、一緒に学んでみませんか！

【植物病理学】竹下 稔教授
私たちと同じように、植物も病気にかかります。植物の病気を防ぐために、
（１）病気の原因となる病原体が病気を起こすしくみ、（２）植物が病原体と
戦うしくみ、（３）病原体と媒介昆虫との関わり、などについて、分子生物学
的、生態学的に研究しています。そして、どうすれば植物の病害を減らし、化
学農薬に頼らない安全な農業生産を実現できるか考えています。

【植物生理学】稲葉丈人准教授
私たちの教育研究分野では、植物による物質生産の分子基盤を解明し、それら
の成果を植物の高次機能開発へ応用することを目指しています。特に植物細胞
における光合成能の獲得機構や環境適応機構など、植物が「植物らしさ」を発
揮するための基本的な仕組みに焦点を当て研究を行っています。



マンゴーのバイテク苗生産

筋電解析

TDRによる土壌水の測定 生物多様性調査

水力エネルギー
回収実験

光合成速度の測定

植物生産環境科学科は１４の教育研究分野で構成され、最先端かつ農
業の現場に対応した研究と教育を目指しています。最先端の『農学』
を学び、植物生産と生産環境の知識を身につけた皆さんは、持続的な
農業の展開を推進できる人材として社会にはばたくことになります。
植物生産環境科学科では、「International GAP（国際的適正農業規
範）対応の食料管理専門職業人の養成」を目指し、GAP指導員講座の
設置とそれに対応したカリキュラムを用意しました。平成24～2７年
度に計1６３名の在学生がJGAP指導員資格を取得しています。さら
に、視野を世界に拡げるため、実際に海外で農業や国際協力を学んで
もらうグローバルアグリ体験講座を開講しています。新しい技術を駆
使できる皆さんこそ、これからの宇宙船地球号に求められる人材です。

シロイヌナズナの突然変異体と
遺伝子工学により発光させた植物体

トマトの形質・機能性の解析
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天敵保護のための花調査

発熱植物ザゼンソウ


